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学 校 教 育 

重点施策１  主体性、確かな学力、社会性・人権感覚・豊かな心、郷土愛、健やかな  

体を育む小中一貫した学校教育を推進する 

 

１ 市内全小中学校で「学力ステップアップ推進事業」に取り組み、教職員の指導力

向上を図るとともに、全ての子どもたちの主体的に学ぶ力を高める。 

２ 好奇心を持ち、主体的に考え・調べ・判断・表現し、つながり合う力をもつ児童・

生徒を育成するため、学級活動・児童会活動・生徒会活動等の自治活動を中心に学

校の全教育活動を創意工夫する。 

３ 「故郷田川」の多様な良さ（ひと・もの・こと）を積極的に取り入れた出会い学

習・体験活動等を中心に「ふるさと教育」を推進し、豊かな心・郷土愛を育成する。 

４ 学校・家庭・地域・行政一体で、子どもたちの「運動習慣の育成」に取り組む。 

５ 田川市立学校食育推進委員会を中心に「食育」の推進に努める。 

６ 小中高及び大学・企業等と連携したキャリア教育を推進する。 

７ 部落差別をはじめ、あらゆる人権侵害を許さない確かな人権認識・人権感覚と正

義感・公正さを重んじる心、自然を大切にする心を育むため、人権・同和教育、道

徳教育、環境教育を家庭・地域と連携し、推進する。 

令和７年度重点施策、取組（施策）一覧 

 

◇ 信頼関係を土台にして、多様性を認め合い、一人一人のウェルビーイングを目指 

  した教育の推進 

◇ 主体的に学び続ける子どもを育てる教育の推進 

◇ 豊かに学べる教育環境の整備・充実 

◇ 子どもから高齢者まで何度でも何歳でも挑戦できる生涯学習環境の整備 

◇ スポーツ活動と芸術文化活動を通じた未来の田川づくりの推進 

◇ 幅広い地域間交流や国際交流・多文化共生の推進 

教育の基本目標 

 

全ての子どもの学力・主体性・社会性を伸ばし、故郷への誇りと愛着とともに一人一

人のウェルビーイングを目指した学校・家庭・地域・行政一体の教育 

学校教育施策の目標理念 
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８ 在日外国人や外国にルーツを持つ子どもたちの実態を把握しながら、多様性の尊

重や多文化共生教育を強化する。 

 

重点施策２  ＳＤＧｓの理念の下、「魅力ある学校づくり」に向けて、全ての児童 

生徒が安全に安心して学べる教育環境づくりを推進する 

 

１ 全ての子どもが友達と楽しく学習できる誰一人取り残さない「魅力ある学校づく

り」を通して、いじめ・不登校・問題行動等の未然防止に取り組む。 

２ 多様性を認め、早期アプローチを重視した不登校対応を関係機関と連携し実施す

るとともに不登校児童生徒が安全に安心して学べる教育環境づくりを検討する。 

３ 「田川市いじめ問題対策連絡協議会等条例」「田川市いじめ防止基本方針」を遵守  

 し、いじめを許さない学校文化を家庭・地域・関係機関と協働で構築する。 

４ 「学校運営協議会」を設置し、学校・保護者・地域住民と連携し、学力・社会性・

主体性・個性を伸ばせる学校づくりを推進する。 

５ 学校運営協議会を設置した学校（コミュニティ・スクール）を基盤とした小中一

貫教育、ふるさと教育を強化する。 

６ 学校施設を適切に維持管理し、子どもたちが安全かつ安心して学べる教育環境の

整備・充実を図る。 

７ おいしく栄養バランスの取れた給食づくりと小中一貫した食育指導を実施する。 

８ 障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという

視点に立ち、一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力を高め、生活や学習上の

困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うとともに医療機関・

特別支援学校等との連携を強化する。また、可能な限りインクルーシブ教育を推進

する。 

９ 教職員の働き方改革を推進し、教職員が子どもたちと向き合う時間を確保し、充

実した教育実践ができる環境づくりに取り組む。 

１０ 教職員定数の改善を引き続き国・県に要望する。 

１１ 生徒指導等の充実を目指し、教育支援センターの機能の強化に取り組む。 
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重点施策３  特色ある教育活動と地域との協働教育を推進する 

１ 学校と地域が目標や課題を共有し、「地域と共にある学校づくり」を進めるために

保護者・地域住民が学校運営に参加する「学校運営協議会」と地域・学校が連携・

協働して活動を行う「地域学校協働活動」の充実を図る。 

２ 社会の変化に対応できる力（情報の収集力・活用能力・発信力等）を身に付ける

ため、最先端の情報教育研究者及び学校現場代表等で組織する「田川市教育ＤＸ推

進本部」を中心に行政・学校・まちぐるみで教育ＤＸを推進する。 

３ 教育行政・福祉行政・福岡県立大学等との連携を強化し、０歳から１８歳まで（乳

幼児期・学齢期・高校）の切れ目のない包括的な支援体制を強化し、全ての子ども

たちの学力・進路保障に取り組む。 

４ グローバル社会の様々な分野で活躍できる人材を育成するため、田川市英語教育

小中一貫プログラムを田川市全体で実践し、コミュニケーション能力・異文化理解

力の向上に努める。 

５ 社会は自分たちで変えられることを実感するために、子どもたちが「特別活動」

や「ふるさと教育」で学んだことをいかしながら、より良い地域づくりへの提言を

行ったり、地域行事等に主体的・積極的に参加したりするように支援する。 

６ 「小一プロブレムの解消」「学力向上」を目指して、幼児教育と小学校教育の接続

（互いの教育目標やスタートカリキュラムの共有化等）を強化する。 

７ 福岡県立大学との連携を強化し、小中学校での学習支援や不登校児童・生徒への

支援、「土曜数学・英語まなび塾」「放課後児童クラブ」への指導・支援、交換留学

生を招いての国際理解教育、教職課程の学生のインターンシップ制度、社会福祉士

の教育実習の受入れ等を行う。 

８ 田川市中学生生徒会サミットの内容を更に工夫・充実させ、市内各中学生同士の

つながりを強化するとともに生徒の自主性・自治力・発信力を伸ばす。 

９ 子どもたちが「図書館を使った調べる学習コンクール」「夏休み研究展」等を通し  

 て、自らの「知識・技能」「思考力」「表現力」「追究力」を高めていけるように支援  

 する。また、「田川市中学生英語スピーチコンテスト」「田川市自由研究プレゼンテ

ーション大会」等の内容充実に取り組む。 
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社 会 教 育 

重点施策１  何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる 

 

１ 校区活性化協議会を中心に、住民が自ら考え、創意工夫する地域活動を展開し、

活気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指す。 

２ 市民ニーズに応じた学習機会の充実を図る。 

生涯学習の拠点である市民会館及び地域の公民館を中心に、地域住民の教育・文

化活動や課題解決の場を提供するなど、どこでも学べる生涯学習環境を整える。 

３ 子どもから高齢者までが利用しやすい「石炭・歴史博物館」「図書館」「美術館」

となるよう充実整備に努める。 

 

重点施策２  強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する 

 

１ 地域の公民館や校区活性化協議会の活動を支援することを通して、地域住民の交

流を深め、地域共同体づくりを推進する。 

２ 地域学校協働本部を中心に活動（郷土学習・部活動支援・登下校の見守り・社会

奉仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や校区活性化協議会等と連携して取り組

む。 

３ 新中学校開設の校区再編成に伴う地域活動活性化事業（校区活性化協議会）を再

構築する。 

４ 学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書館、美術館等が連携して、教育・文化ボ

ランティアや文化・歴史等の地域性をいかした交流企画を推進し、地域や世代を超

えた交流機会の拡大を図る。 

 

重点施策３  社会全体で子どもを見守り､一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地

域環境づくりを進める 

 

 

子どもから高齢者まで、全ての市民が学び合い、つながり合い、故郷田川の良さを実

感できる教育づくり 

社会教育施策の目標理念 

4



１ 学校・家庭・地域・行政が子どもの安全確保のための見守りを行うとともに青少

年が地域の一員として、地域活動に参加・貢献できる地域環境づくりに努める。 

２ 学校・行政・関係機関と連携して、子どもが放課後や休日等に安全かつ安心して

過ごすことができる居場所を確保するとともに、全ての子どもの良さ・個性を伸ば

し、自主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づくりを推進する。 

３ 学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携し、家庭の教育力の向上に努める。 

 

重点施策４  全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する 

 

１ 学校・地域・行政・関係機関が協働で、互いの違いを認め合い、全ての人が自分

らしく幸せに生活できる「人権のまちづくり」を推進する。 

２ 差別の不合理や醜さを認識し、心の底から差別をなくしたいという意思と実践力

をもつ市民の育成を目指す。 

３ 「市民一人一人の心に届く教育・啓発」を推進するために人権問題に主体的・積

極的に取り組む行政職員・教職員の育成を目指す。 

４ 部落問題をはじめ、障がい者・女性・子ども・高齢者・外国人・ハンセン病・性

的指向及び性自認に関する問題等、多様な人権問題についての研修会を実施する。 

 

重点施策５  生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる 

 

１ 子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができる場を提供

するとともに、競技人口の拡大に努める。 

２ 学校・家庭・地域と連携して、子どもたちの「運動習慣の育成」及び「体力向上」

に取り組む。 

３ その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、夢を持ち、それに向かって努力

するきっかけとなる活動の充実に努める。 

４ 指定管理者やスポーツ推進委員と連携し、障がい者スポーツの普及に努める。 

 

重点施策６  豊かな心を育む芸術文化活動を支援する 
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１ 子どもから高齢者までが、優れた芸術文化に触れる機会や自主的な芸術文化活動

を行うことができる環境を整備する。 

２ 学校や文化団体等と連携し、市民の幅広い芸術文化活動の発表や交流を行い、市

民主導の芸術文化活動を支援する。 

３ 図書館及び美術館の更なる充実を図り、新たな文化との出会いの場を提供する。 

 

重点施策７  歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む 

 

１ 田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い分野での調

査研究を行い、その成果を市民に還元する。 

２ 田川の歴史・文化について理解を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史博物館の広

報を積極的に図る。 

３ 子どもから高齢者までが、田川の歴史・文化を学べるよう、博物館の教育普及活

動を推進する。 

４ ふるさと田川の貴重な伝統芸能を伝承するため、保存会・学校・地域・関係機関

と連携して後継者の育成に取り組む。 
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第１ 教育施策の方針と重点施策 
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令和７年度 教育施策の方針と重点施策 

 

【はじめに】 

近年、教育改革の必要性が急速に高まっています。児童生徒一人一人の個性や能力に応

じた教育が求められ、従来の画一的な教育からの転換が進んでいます。また、社会の変化

が加速し、キャリアアップを求めた転職が一般化しつつある現代において、生涯にわたっ

て学び続けることも重要になっています。 

日本型学校教育は、学校が学習指導にとどまらず生徒指導においても主要な役割を担っ

て児童生徒の状況を総合的に把握しながら指導を行い、知・徳・体を一体で育んできまし

た。令和３年１月２６日に取りまとめられた中央教育審議会答申では「日本型学校教育が、

世界に誇るべき成果を挙げてくることができたのは、子供たちの学びに対する意欲や関心、

学習習慣等によるものだけでなく、子供のためであればと頑張る教師の献身的な努力によ

るものである」と明言しています。 

一方で、変化する社会の中で、学校教育は様々な課題に直面しています。児童生徒の多

様化や学習意欲の低下と不登校、教員の長時間労働や教員採用試験倍率の低下など、学ぶ

児童生徒と教える教員の双方に課題が顕在化しています。また、少子高齢化や人口減少の

中で学校教育を維持すること自体にも課題が見られ始め、その質の保証のための取組が欠

かせません。さらに、情報化が加速度的に進む Society5.0 時代において求められる力の育

成に関する課題も指摘されています。その上、本来であれば家庭や地域でなすべきことま

でもが学校に委ねられているという現状があり、その結果として学校や教職員の業務範囲

が拡大し、大きな負担となっています。これらのことは、令和６年１２月２５日に行われ

た次期学習指導要領改訂に向けて文部科学大臣が行った中央教育審議会への諮問にも視点

として盛り込まれています。 

こうした状況下で、今回の諮問以前にも国は、令和５年６月に改定した「第４期教育振

興基本計画（計画期間 令和５年度～９年度）」において基本方針として、次の２つを示し

ました。 

⑴ ２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成 

⑵ 日本社会に根差したウェルビーイングの向上 

福岡県では、令和４年３月に「福岡県学校教育振興プラン」を改定し、学校教育振興の

ための施策の基本的な方向性や考え方、重点の施策等を示しました。そこでは、改定の基
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本的な視点として、７点が示されています。 

⑴ ＡＩ等の先端技術の発展を踏まえた「新しい教育様式」への変革 

⑵ ＤＸ・グローバル化・多文化共生等の社会の変化 

⑶ 教育に関する科学的知見と実証の重視 

⑷ 学習者の多様化や学習要求の個別化への対応 

⑸ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた地域と一体となった学校づくり 

⑹ 持続可能な新しい業務遂行の在り方 

⑺ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成 

これらを受け、本市では、第６次田川市総合計画、各年更新する本教育施策方針に基づ

き、課題解決に向けた様々な施策を展開しています。グローバル化や予測困難な時代だか

らこそ、「ふるさと田川」を誇りに思い、近未来の「ふるさと」を創る子どもたちには、新

しい時代に必要不可欠な教育ＤＸや英語教育等を加速させ、更に充実を図ることで新たな

時代の学校教育を展開したいと考えています。 

さらに、国の「教育振興基本計画」で掲げられた、「自立・協働・創造」の３つの方向性

を実現させるための「生涯学習社会の構築」を目指すという理念を継承しながら、

Society5.0 時代を見据えた取組を進める必要があります。市民一人一人が自分の良さや可

能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、持続可能な社会

の創り手となることができるように、資質・能力を育成することが必要です。 

 

本市の状況に目を向けると、学校教育では、学びの自律化・個別最適化の実践的研究が

進みました。指導助言をいただく専門家から「田川市は、先進地視察の必要はなく、自給

自足でいけます」との評価を受けています。 

田川東中学校及び田川西中学校は、令和５年４月の開校から２年が経過しました。田川

市新中学校創設基本計画の目標達成のため、全教職員が団結して生徒主体の学校運営に取

り組んでいます。自分たちの力で社会（学校）を良くしようとしたり、自分の将来像を描

きそれに向けて努力しようとしたりする志のある生徒が育っています。しかし、人間関係

のトラブルや集団になじめずに不登校になるといった課題や生徒指導上の課題も依然とし

てあります。これからも、「信頼関係を土台にして」生徒一人一人に対して丁寧に向き合い、

教育相談の実施や関係機関との連携を図るとともに自ら学ぶ「主体性の育成」に向け少人

数授業やデジタル技術もいかした学びの自律化・個別最適化の一層の充実を図ります。さ
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らに、教職員の業務範囲縮小の観点から部活動の地域連携について取組を進めます。 

一方、小学校を含む学力向上の面では、学力ステップアップ推進事業（「徹底反復学習」

「英語教育」「教育ＤＸ」）の成果として、学力調査で全国平均を上回る学校が現れていま

すが、中学校同様、自ら学ぶ「主体性の育成」に向け、デジタル技術もいかした学びの自

律化・個別最適化の一層の充実を図ります。さらに、教職員の業務範囲縮小の観点から業

務のＤＸ化について取組を進めます。 

しかし、小学校・中学校ともに、増加する不登校に対して支援の充実が必要です。 

さらに、小学校・中学校ともに、学校運営協議会が全ての箇所で発足し、学校・家庭・

地域の関係者が目標や課題を共有し、学校の教育方針の決定や教育活動の実践に地域のニ

ーズを反映させるとともに、地域ならではの創意や工夫をいかした特色ある学校づくりを

進めることができるようになりました。 

また、人権問題に関する教職員意識調査において、本市教職員の人権意識は、県調査と

比較して７ポイント高いことに象徴されるように、児童生徒に寄り添い、共に歩もうとす

る教職員がいることも本市の強みです。ただ、この調査は、令和元年度に実施し、６年が

経過しているため、今年度中に本市調査を実施する必要があります。 

 

社会教育では、令和５年度に引き続き６年度は様々な行事がコロナ禍前の形で開催でき

るようになりました。 

学習振興分野においては、トコナツキッズ等の地域活動事業や子どもカルタ大会等の子

ども会育成関連事業、地域学校協働活動（放課後子どもチャレンジ教室）及び家庭教育講

座が、人権教育分野においては、田川市人権・同和教育中央講座、なるほど人権セミナー

等の集合型講座、人権フェスタ in たがわが開催され、多くの参加者にとって学びの場とな

っています。 

また、社会体育施設運営事業では、市民プールが地域の夏季レジャー施設として認知さ

れ４万９千人を超える来場者でにぎわいました。市民プールは、バリアフリートイレを増

設したことで共生社会実現の一助となっています。 

文化事業では、芸術文化体験事業、子ども音楽祭等を開催することができました。また、

石炭・歴史博物館では、情報通信技術が急速に発達している現状を捉え、インターネット

上の仮想的な空間で、作品、資料などをリアルに体験できる３Ｄデジタルツインを導入し

ました。 
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今後は、人口減少や高齢化をはじめとする多様な課題の顕在化に伴い、国の「第４期教

育振興基本計画」の２つの基本方針である、「２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な

社会の創り手の育成」、「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」の実現のため、社

会教育はこれまで以上に役割を果たすことが期待されています。そこで、住民の主体的な

参画による持続可能な社会づくり、地域づくりに向けて、一人一人の生涯にわたる学びを

支援し、住民相互のつながりの形成を促進することに加え、地域の持続的発展を支える取

組に資する方策を検討します。特に、人と人とのつながりを豊かにする「人権」、昨今どの

地域でも大きな課題となっている「子育て」、人生１００年時代の重要課題であり地域の社

会保障費の効率化にも貢献する「健康」などに関する学びと活動は、重要なテーマとなる

ものと考えられます。 

さらに、その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、真の価値を知り、ものの見方

や考え方を深め、将来に続く意欲を形成することも必要です。 

 

学校教育においても、社会教育においても、課題は多様化しており、行政だけでなく、

様々な人が、目標とビジョンを共有し様々な形で人を育てることを意識する必要性を強く

感じます。全国的に顕在化した教員不足に関わる課題に対しても、同様に皆さんのお力を

いただいて解決したいと考えます。 

 

そこで、令和７年度の教育の基本目標を以下の６点とします。 

～全ての市民に 故郷で生きる喜びと 未来をつくる力を～（２年次） 

◇ 信頼関係を土台にして、多様性を認め合い、一人一人のウェルビーイングを目

指した教育の推進 

◇ 主体的に学び続ける子どもを育てる教育の推進 

◇ 豊かに学べる教育環境の整備・充実 

◇ 子どもから高齢者まで何度でも何歳でも挑戦できる生涯学習環境の整備 

◇ スポーツ活動と芸術文化活動を通じた未来の田川づくりの推進 

◇ 幅広い地域間交流や国際交流・多文化共生の推進 

そして、学校教育の施策目標理念を「全ての子どもの学力・主体性・社会性を伸ばし、

故郷への誇りと愛着とともに一人一人のウェルビーイングを目指した学校・家庭・地域・

行政一体の教育」とし、社会教育の施策目標理念を「子どもから高齢者まで、全ての市民

が学び合い、つながり合い、故郷田川の良さを実感できる教育づくり」とします。 
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 さらに、施策目標理念を達成するための重点を学校教育では、次の２点とします。 

○ 「信頼関係を土台にして」児童生徒の多様性に丁寧に向き合い、教育相談の実施や

関係機関との連携、少人数授業や教育ＤＸを活用した児童生徒主体の授業づくりの一

層の充実を図る。その際、田川東中学校及び田川西中学校校区の小中学校で「目指す

子ども像」「教育内容・方法」を共有化し、小中学校の義務教育９か年で学力・社会

性・個性・郷土愛を育み、伸ばす教育体制づくりを強化する。 

○ 市内全小中学校に保護者・地域住民が学校運営に参加する「学校運営協議会」と、

学校を活用し地域づくりと将来の地域を担う人材育成を目指す「地域学校協働活動」

の充実を図る。 

同様に社会教育では、次の１点とします。 

○ 住民の主体的な参画による持続可能な社会づくり、地域づくりに向けて住民相互の

つながりの形成を促進する学びを強化する。 

今後も「みんなが誇れる教育と文化のまちづくり」「住み続けたい、住みたいまちづく

り」を学校教育・社会教育の連携を強化しながら進めます。 

 

【学校教育】 

１ 学校教育の施策方針 

［目標理念］ 

全ての子どもの学力・主体性・社会性を伸ばし、故郷への誇りと愛着とともに一人一

人のウェルビーイングを目指した学校・家庭・地域・行政一体の教育 

［目指す田川市の学校教育像］ 

◆ 家庭・地域と共に、全ての子どもに学力・体力と居場所を保障する学校 

◆ 家庭・地域と共に、子どもの主体性を伸ばし、故郷への誇りと愛着を育むととも

にウェルビーイングを追求する力を育む学校 

◆ 家庭・地域から信頼される学校 

［目指す田川市の子ども像］ 

～好奇心を持ち、自ら、考え・調べ・判断・表現し、つながり合う子ども～ 

◆ 自分の良さや特性をいかし、自立し、他者と協調し、進んで社会参画する子ども 

 

以上の施策方針の下、令和７年度の学校教育の重点施策として、次の３つの柱を設定
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しました。 

 

２ 学校教育の重点施策  

⑴ 主体性、確かな学力、社会性・人権感覚・豊かな心、郷土愛、健やかな体を育む小

中一貫した学校教育を推進する。 

⑵ ＳＤＧｓの理念の下、「魅力ある学校づくり」に向けて、全ての児童生徒が安全に安

心して学べる教育環境づくりを推進する。 

⑶ 特色ある教育活動と地域との協働教育を推進する。 

 

３ 各重点施策の取組 

⑴ 主体性、確かな学力、社会性・人権感覚・豊かな心、郷土愛、健やかな体を育む小

中一貫した学校教育を推進する。 

ア 市内全小中学校で「学力ステップアップ推進事業」に取り組み、教職員の指導力

向上を図るとともに、全ての子どもたちの主体的に学ぶ力を高める。 

(ア) 市内全小中学校で、「徹底反復学習」「集中速習学習」「学習規律づくり」等の

小中学校で接続した取組を進める。 

(イ) 教職員の授業力と子どもの主体的に学ぶ力を向上させるため、「子どもが主語

になる授業」「英語教育」「教育ＤＸ」等の実践研究を深め、成果を挙げた取組

を市内小中学校に拡げ、実施するというサイクルを確立する。 

(ウ) 学校と家庭が連携して、自分で目標を持ち、計画を立て、「主体的に学習する

力」「自学自習力」を育成する。 

(エ) 家庭でのスマホやゲーム時間を減らす取組（午後８時以降はスマホ・ゲーム

ストップ運動）を各家庭及び校区ＰＴＡ・田川市ＰＴＡ連合会との協働で取り

組み、その検証を行う。 

イ 好奇心を持ち、主体的に考え・調べ・判断・表現し、つながり合う力をもつ児童・

生徒を育成するため、学級活動・児童会活動・生徒会活動等の自治活動を中心に学

校の全教育活動を創意工夫する。 

ウ 「故郷田川」の多様な良さ（ひと・もの・こと）を積極的に取り入れた出会い学 

習・体験活動等を中心に「ふるさと教育」を推進し、豊かな心・郷土愛を育成する。 

エ 学校・家庭・地域・行政一体で、子どもたちの「運動習慣の育成」に取り組む。 
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オ 田川市立学校食育推進委員会を中心に「食育」の推進に努める。 

カ 小中高及び大学・企業等と連携したキャリア教育を推進する。 

キ 部落差別をはじめ、あらゆる人権侵害を許さない確かな人権認識・人権感覚と正

義感・公正さを重んじる心、自然を大切にする心を育むため、人権・同和教育、道

徳教育、環境教育を家庭・地域と連携し、推進する。 

ク 在日外国人や外国にルーツを持つ子どもたちの実態を把握しながら、多様性の尊

重や多文化共生教育を強化する。 

⑵ ＳＤＧｓの理念の下、「魅力ある学校づくり」に向けて、全ての児童生徒が安全に安

心して学べる教育環境づくりを推進する 

ア 全ての子どもが友達と楽しく学習できる誰一人取り残さない「魅力ある学校づく

り」を通して、いじめ・不登校・問題行動等の未然防止に取り組む。 

イ 多様性を認め、早期アプローチを重視した不登校対応を関係機関と連携し実施す

るとともに不登校児童生徒が安全に安心して学べる教育環境づくりを検討する。 

ウ 「田川市いじめ問題対策連絡協議会等条例」「田川市いじめ防止基本方針」を遵守

し、いじめを許さない学校文化を家庭・地域・関係機関と協働で構築する。 

エ 「学校運営協議会」を設置し、学校・保護者・地域住民と連携し、学力・社会性・

主体性・個性を伸ばせる学校づくりを推進する。 

オ 学校運営協議会を設置した学校（コミュニティ・スクール）を基盤とした小中一

貫教育、ふるさと教育を強化する。 

カ 学校施設を適切に維持管理し、子どもたちが安全かつ安心して学べる教育環境の

整備・充実を図る。 

キ おいしく栄養バランスの取れた給食づくりと小中一貫した食育指導を実施する。 

ク 障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという

視点に立ち、一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力を高め、生活や学習上の

困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うとともに医療機関・

特別支援学校等との連携を強化する。また、可能な限りインクルーシブ教育を推進

する。 

ケ 教職員の働き方改革を推進し、教職員が子どもたちと向き合う時間を確保し、充

実した教育実践ができる環境づくりに取り組む。 

コ 教職員定数の改善を引き続き国・県に要望する。 
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サ 生徒指導等の充実を目指し、教育支援センターの機能の強化に取り組む。 

⑶ 特色ある教育活動と地域との協働教育を推進する。 

ア 学校と地域が目標や課題を共有し、「地域と共にある学校づくり」を進めるために

保護者・地域住民が学校運営に参加する「学校運営協議会」と地域・学校が連携・

協働して活動を行う「地域学校協働活動」の充実を図る。 

イ 社会の変化に対応できる力（情報収集力・活用能力・発信力等）を身に付けるた

め、最先端の情報教育研究者及び学校現場代表等で組織する「田川市教育ＤＸ推進

本部」を中心に行政・学校・まちぐるみで教育ＤＸを推進する。 

ウ 教育行政・福祉行政・福岡県立大学等との連携を強化し、０歳から１８歳まで（乳

幼児期・学齢期・高校）の切れ目のない包括的な支援体制を強化し、全ての子ども

たちの学力・進路保障に取り組む。 

エ グローバル社会の様々な分野で活躍できる人材を育成するため、田川市英語教育

小中一貫プログラムを田川市全体で実践し、コミュニケーション能力・異文化理解

力の向上に努める。 

オ 社会は自分たちで変えられることを実感するために、子どもたちが「特別活動」

や「ふるさと教育」で学んだことをいかしながら、より良い地域づくりへの提言を

行ったり、地域行事等に主体的・積極的に参加したりするように支援する。 

カ 「小一プロブレムの解消」「学力向上」を目指して、幼児教育と小学校教育の接続

（互いの教育目標やスタートカリキュラムの共有化等）を強化する。 

キ 福岡県立大学との連携を強化し、小中学校での学習支援や不登校児童・生徒への

支援、「土曜数学・英語まなび塾」「放課後児童クラブ」への指導・支援、交換留学

生を招いての国際理解教育、教職課程の学生のインターンシップ制度、社会福祉士

の教育実習の受入れ等を行う。 

ク 田川市中学生生徒会サミットの内容を更に工夫・充実させ、市内各中学生同士の

つながりを強化するとともに生徒の自主性・自治力・発信力を伸ばす。 

ケ 子どもたちが「図書館を使った調べる学習コンクール」「夏休み研究展」等を通し

て、自らの「知識・技能」「思考力」「表現力」「追究力」を高めていけるように支援

する。また、「田川市中学生英語スピーチコンテスト」「田川市自由研究プレゼンテ

ーション大会」等の内容充実に取り組む。 
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【社会教育】 

１ 社会教育の施策方針 

［目標理念］ 

子どもから高齢者まで、全ての市民が学び合い、つながり合い、故郷田川の良さを実

感できる教育づくり 

［目指す田川市の社会教育像］ 

～強い絆で結ばれた家庭・地域社会を基盤に～ 

◆ 何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境づくり 

◆ 社会全体で子どもたちの良さ・個性を伸ばす環境づくり 

◆ スポーツ・文化活動を通して生きがいを感じる環境づくり 

◆ 全ての人の人権が尊重される地域社会づくり 

以上の施策方針の下、令和７年度の社会教育における重点施策として、引き続き、次

の７つの柱を設定しました。 

 

２ 社会教育の重点施策 

⑴ 何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

⑵ 強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する。 

⑶ 社会全体で子どもを見守り、一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地域環境づく

りを進める。 

⑷ 全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する。 

⑸ 生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる。 

⑹ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

⑺ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む。 

 

３ 各重点施策の取組 

⑴ 何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

ア 校区活性化協議会を中心に、住民が自ら考え、創意工夫する地域活動を展開し、

活気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指す。 

イ 市民ニーズに応じた学習機会の充実を図る。 
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生涯学習の拠点である市民会館及び地域の公民館を中心に、地域住民の教育・文

化活動や課題解決の場を提供するなど、どこでも学べる生涯学習環境を整える。 

ウ 子どもから高齢者までが利用しやすい「石炭・歴史博物館」「図書館」「美術館」

となるよう充実整備に努める。 

⑵ 強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する。 

ア 地域の公民館や校区活性化協議会の活動を支援することを通して、地域住民の交

流を深め、地域共同体づくりを推進する。 

イ 地域学校協働本部を中心に活動（郷土学習・部活動支援・登下校の見守り・社会

奉仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や校区活性化協議会等と連携して取り組

む。 

ウ 新中学校開設の校区再編成に伴う地域活動活性化事業（校区活性化協議会）を再

構築する。 

エ 学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書館、美術館等が連携して、教育・文化ボ

ランティアや文化・歴史等の地域性をいかした交流企画を推進し、地域や世代を超

えた交流機会の拡大を図る。 

⑶ 社会全体で子どもを見守り、一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地域環境づく

りを進める。 

ア 学校・家庭・地域・行政が子どもの安全確保のための見守りを行うとともに青少

年が地域の一員として、地域活動に参加・貢献できる地域環境づくりに努める。 

イ 学校・行政・関係機関と連携して、子どもが放課後や休日等に安全かつ安心して

過ごすことができる居場所を確保するとともに全ての子どもの良さ・個性を伸ばし、

自主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づくりを推進する。 

ウ 学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携し、家庭の教育力の向上に努める。 

⑷ 全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する。 

ア 学校・地域・行政・関係機関が協働で、互いの違いを認め合い、全ての人が自分

らしく幸せに生活できる「人権のまちづくり」を推進する。 

イ 差別の不合理や醜さを認識し、心の底から差別をなくしたいという意思と実践力

をもつ市民の育成を目指す。 

ウ 「市民一人一人の心に届く教育・啓発」を推進するために人権問題に主体的・積

極的に取り組む行政職員・教職員の育成を目指す。 
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エ 部落問題をはじめ、障がい者・女性・子ども・高齢者・外国人・ハンセン病・性

的指向及び性自認に関する問題等、多様な人権問題についての研修会を実施する。 

⑸ 生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる。 

ア 子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができる場を提供

するとともに、競技人口の拡大に努める。 

イ 学校・家庭・地域と連携して、子どもたちの「運動習慣の育成」及び「体力向上」

に取り組む。 

ウ その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、夢を持ち、それに向かって努力

するきっかけとなる活動の充実に努める。 

エ 指定管理者やスポーツ推進委員と連携し、障がい者スポーツの普及に努める。 

⑹ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

ア 子どもから高齢者までが、優れた芸術文化に触れる機会や自主的な芸術文化活動

を行うことができる環境を整備する。 

イ 学校や文化団体等と連携し、市民の幅広い芸術文化活動の発表や交流を行い、市

民主導の芸術文化活動を支援する。 

ウ 図書館及び美術館の更なる充実を図り、新たな文化との出会いの場を提供する。 

⑺ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む。 

ア 田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い分野での調

査研究を行い、その成果を市民に還元する。 

イ 田川の歴史・文化について理解を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史博物館の広

報を積極的に図る。 

ウ 子どもから高齢者までが、田川の歴史・文化を学べるよう、博物館の教育普及活

動を推進する。 

エ ふるさと田川の貴重な伝統芸能を伝承するため、保存会・学校・地域・関係機関

と連携して後継者の育成に取り組む。 
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第２ 各課における施策及び事務事業 

 

本項に掲載している事務事業については、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づ

く進行管理を行うこととしており、成果目標や活動目標をできるだけ数値で設

定した上で推進することとしています。 

各事務事業の推進状況について年度終了後に自己評価を行い、外部有識者で

構成する田川市教育事務点検評価委員会による外部評価を受けることとして

います。 

評価結果については、次年度以降の施策及び事務事業への反映に努めます。 
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重点施策 №
連続

№
施策 事務事業 担当課

①学力ステップアップ推進事業 学校教育課

②教師の指導力向上事業 学校教育課

2 2
好奇心を持ち、主体的に考え・調べ・判断・表現し、つながり合う力をもつ児童・
生徒を育成するため、学級活動・児童会活動・生徒会活動等の自治活動を中心に学
校の全教育活動を創意工夫する

主体的に活動する児童・生徒の
育成事業

学校教育課

3 3
「故郷田川」の多様な良さ（ひと・もの・こと）を積極的に取り入れた出会い学
習・体験活動等を中心に「ふるさと教育」を推進し、豊かな心・郷土愛を育成する

ふるさと教育の推進 学校教育課

4 4 学校・家庭・地域・行政一体で、子どもたちの「運動習慣の育成」に取り組む 体力・運動能力の推進 学校教育課

5 5 田川市立学校食育推進委員会を中心に「食育」の推進に努める 食育推進事業 学校教育課

6 6 小中高及び大学・企業等と連携したキャリア教育を推進する キャリア教育の推進 学校教育課

7 7
部落差別をはじめ、あらゆる人権侵害を許さない確かな人権認識・人権感覚と正義
感・公正さを重んじる心、自然を大切にする心を育むため、人権・同和教育、道徳
教育、環境教育を家庭・地域と連携し、推進する

人権・同和教育、道徳教育、環
境教育の推進

学校教育課

8 8
在日外国人や外国にルーツを持つ子どもたちの実態を把握しながら、多様性の尊重
や多文化共生教育を強化する

在日外国人児童生徒への支援 学校教育課

1 9
全ての子どもが友達と楽しく学習できる誰一人取り残さない「魅力ある学校づく
り」を通して、いじめ・不登校・問題行動等の未然防止に取り組む

「魅力ある学校づくりを通した
不登校未然防止事業」の推進

学校教育課

2 10
多様性を認め、早期アプローチを重視した不登校対応を関係機関と連携し実施する
とともに不登校児童生徒が安全に安心して学べる教育環境づくりを検討する

不登校児童生徒支援事業 学校教育課

3 11
「田川市いじめ問題対策連絡協議会等条例」「田川市いじめ防止基本方針」を遵守
し、いじめを許さない学校文化を家庭・地域・関係機関と協働で構築する

いじめを許さない学校文化の推
進

学校教育課

4 12
「学校運営協議会」を設置し、学校・保護者・地域住民と連携し、学力・社会性・
主体性・個性を伸ばせる学校づくりを推進する

コミュニティ・スクールの推進 学校教育課

5 13
学校運営協議会を設置した学校（コミュニティ・スクール）を基盤とした小中一貫
教育、ふるさと教育を強化する

小中一貫教育の推進 学校教育課

6 14
学校施設を適切に維持管理し、子どもたちが安全かつ安心して学べる教育環境の整
備・充実を図る

小中学校施設維持管理等事業 教育総務課

7 15 おいしく栄養バランスの取れた給食づくりと小中一貫した食育指導を実施する 学校給食運営事業 教育総務課

①特別な支援を要する子どもた
ちの学力・進路保障

学校教育課

②発達障害児へのアセスメント
調整事業

学校教育課

9 17
教職員の働き方改革を推進し、教職員が子どもたちと向き合う時間を確保し、充実
した教育実践ができる環境づくりに取り組む

教職員の働き方改革の推進 学校教育課

10 18 教職員定数の改善を引き続き国・県に要望する 教職員定数の充実・改善 学校教育課

①教育支援センターの機能強化 学校教育課

②適応指導教室に関する事業 学校教育課

1 20
学校と地域が目標や課題を共有し、「地域と共にある学校づくり」を進めるために
保護者・地域住民が学校運営に参加する「学校運営協議会」と地域・学校が連携・
協働して活動を行う「地域学校協働活動」の充実を図る

コミュニティ・スクールの推進 学校教育課

2 21
社会の変化に対応できる力（情報収集力・活用能力・発信力等）を身に付けるた
め、最先端の情報教育研究者及び学校現場代表等で組織する「田川市教育ＤＸ推進
本部」を中心に行政・学校・まちぐるみで教育ＤＸを推進する

小学校・中学校教育ＤＸ環境整
備事業

学校教育課

3 22
教育行政・福祉行政・福岡県立大学等との連携を強化し、０歳から１８歳まで（乳
幼児期・学齢期・高校）の切れ目のない包括的な支援体制を強化し、全ての子ども
たちの学力・進路保障に取り組む

福祉行政・関係機関との連携強
化

学校教育課

4 23
グローバル社会の様々な分野で活躍できる人材を育成するため、田川市英語教育小
中一貫プログラムを田川市全体で実践し、コミュニケーション能力・異文化理解力
の向上に努める

英語教育推進事業 学校教育課

5 24
社会は自分たちで変えられることを実感するために、子どもたちが「特別活動」や
「ふるさと教育」で学んだことをいかしながら、より良い地域づくりへの提言を
行ったり、地域行事等に主体的・積極的に参加したりするように支援する

地域行事・ボランティア活動等
の参加支援

学校教育課

6 25
「小一プロブレムの解消」「学力向上」を目指して、幼児教育と小学校教育の接続
（互いの教育目標やスタートカリキュラムの共有化等）を強化する

小１プロブレム解消 学校教育課

7 26

福岡県立大学との連携を強化し、小中学校での学習支援や不登校児童・生徒への支
援、「土曜数学・英語まなび塾」「放課後児童クラブ」への指導・支援、交換留学
生を招いての国際理解教育、教職課程の学生のインターンシップ制度、社会福祉士
の教育実習の受入れ等を行う

福岡県立大学との連携 学校教育課

8 27
田川市中学生生徒会サミットの内容を更に工夫・充実させ、市内各中学生同士のつ
ながりを強化するとともに生徒の自主性・自治力・発信力を伸ばす

市内各中学生同士のつながりの
強化

学校教育課

①児童生徒参加型イベントによ
る学ぶ力の育成

学校教育課

②「田川市自由研究プレゼン
テーション大会」「田川市中学
生英語スピーチコンテスト」の
充実

学校教育課

令和７年度　各課における施策及び事業一覧表【学校教育】

【重点施策1】

主体性、確かな学
力、社会性・人権
感覚・豊かな心、
郷土愛、健やかな
体を育む小中一貫
した学校教育を推
進する

1 1
市内全小中学校で「学力ステップアップ推進事業」に取り組み、教職員の指導力向
上を図るとともに、全ての子どもたちの主体的に学ぶ力を高める

【重点施策3】

特色ある教育活動
と地域との協働教
育を推進する

9 28

子どもたちが「図書館を使った調べる学習コンクール」「夏休み研究展」等を通し
て、自らの「知識・技能」「思考力」「表現力」「追究力」を高めていけるように
支援する。また、「田川市中学生英語スピーチコンテスト」「田川市自由研究プレ
ゼンテーション大会」等の内容充実に取り組む

【重点施策2】

ＳＤＧｓの理念の
下、「魅力ある学
校づくり」に向け
て、全ての児童生
徒が安全に安心し
て学べる教育環境
づくりを推進する

8 16

障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視
点に立ち、一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力を高め、生活や学習上の困
難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うとともに医療機関・
特別支援学校等との連携を強化するまた、可能な限りインクルーシブ教育を推進す
る

11 19 生徒指導等の充実を目指し、教育支援センターの機能の強化に取り組む
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重点施策 No
連続

No
施策 事務事業 担当課

1 29
校区活性化協議会を中心に、住民が自ら考え、創意工夫する地域活動を展開し、活
気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指す

地域活動活性化事業 文化生涯学習課

2 30
市民ニーズに応じた学習機会の充実を図る
生涯学習の拠点である市民会館及び地域の公民館を中心に、地域住民の教育・文化
活動や課題解決の場を提供するなど、どこでも学べる生涯学習環境を整える

公民館運営事業 文化生涯学習課

3 31
子どもから高齢者までが利用しやすい「石炭・歴史博物館」「図書館」「美術館」
となるよう充実整備に努める

石炭・歴史博物館・図書館・美
術館運営等事業

文化生涯学習課

1 32
地域の公民館や校区活性化協議会の活動を支援することを通して、地域住民の交流
を深め、地域共同体づくりを推進する

地域活動活性化事業 文化生涯学習課

2 33
地域学校協働本部を中心に活動（郷土学習・部活動支援・登下校の見守り・社会奉
仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や校区活性化協議会等と連携して取り組む

地域学校協働活動事業 文化生涯学習課

3 34
新中学校開設の校区再編成に伴う地域活動活性化事業（校区活性化協議会）を再構
築する

地域活動活性化事業 文化生涯学習課

4 35
学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書館、美術館等が連携して、教育・文化ボラ
ンティアや文化・歴史等の地域性をいかした交流企画を推進し、地域や世代を超え
た交流機会の拡大を図る

教育・文化ふれあい交流活動の
推進

文化生涯学習課

1 36
学校・家庭・地域・行政が子どもの安全確保のための見守りを行うとともに青少年
が地域の一員として、地域活動に参加・貢献できる地域環境づくりに努める

社会教育、青少年対策事業 文化生涯学習課

2 37
学校・行政・関係機関と連携して、子どもが放課後や休日等に安全かつ安心して過
ごすことができる居場所を確保するとともに、全ての子どもの良さ・個性を伸ば
し、自主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づくりを推進する

地域活動支援事業、生涯学習事
業等

文化生涯学習課

3 38 学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携し、家庭の教育力の向上に努める 家庭教育支援事業 文化生涯学習課

1 39
学校・地域・行政・関係機関が協働で、互いの違いを認め合い、全ての人が自分ら
しく幸せに生活できる「人権のまちづくり」を推進する

人権・同和問題啓発事業、社会
参加促進支援等事業

文化生涯学習課

2 40
差別の不合理や醜さを認識し、心の底から差別をなくしたいという意思と実践力を
もつ市民の育成を目指す

人権・同和問題啓発事業 文化生涯学習課

3 41
「市民一人一人の心に届く教育・啓発」を推進するために人権問題に主体的・積極
的に取り組む行政職員・教職員の育成を目指す

人権・同和教育事業 文化生涯学習課

4 42
部落問題をはじめ、障がい者・女性・子ども・高齢者・外国人・ハンセン病・性的
指向及び性自認に関する問題等、多様な人権問題についての研修会を実施する

人権・同和問題啓発事業 文化生涯学習課

①社会体育施設運営事業、県民
体育大会事業、市民体育大会事
業

文化生涯学習課

②全国大会等出場報奨金支給事
業

文化生涯学習課

2 44
学校・家庭・地域と連携して、子どもたちの「運動習慣の育成」及び「体力向上」
に取り組む

地域スポーツ活動推進事業 文化生涯学習課

3 45
その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、夢を持ち、それに向かって努力す
るきっかけとなる活動の充実に努める

地域スポーツ活動推進事業 文化生涯学習課

4 46 指定管理者やスポーツ推進委員と連携し、障がい者スポーツの普及に努める
社会体育施設運営事業、保健体
育総務事務費、保健体育振興経
費

文化生涯学習課

1 47
子どもから高齢者までが、優れた芸術文化に触れる機会や自主的な芸術文化活動を
行うことができる環境を整備する

文化センター・青少年文化ホー
ル運営事業

文化生涯学習課

2 48
学校や文化団体等と連携し、市民の幅広い芸術文化活動の発表や交流を行い、市民
主導の芸術文化活動を支援する

文化振興事業 文化生涯学習課

3 49 図書館及び美術館の更なる充実を図り、新たな文化との出会いの場を提供する
図書館運営事業、美術館運営事
業

文化生涯学習課

①世界記憶遺産保存・活用等事
業

文化生涯学習課

②文化財保存・活用等事業 文化生涯学習課

③埋蔵文化財発掘調査事業 文化生涯学習課

①世界記憶遺産保存・活用等事
業

文化生涯学習課

②石炭・歴史博物館運営等事業 文化生涯学習課

3 52
子どもから高齢者までが、田川の歴史・文化を学べるよう、博物館の教育普及活動
を推進する

石炭・歴史博物館運営等事業 文化生涯学習課

4 53
ふるさと田川の貴重な伝統芸能を伝承するため、保存会・学校・地域・関係機関と
連携して後継者の育成に取り組む

文化財保存・活用等事業 文化生涯学習課

【重点施策5】
【連番8】

生涯にわたり運動
に親しむスポーツ
活動を充実させる

令和７年度　各課における施策及び事業一覧表【社会教育】

【重点施策1】
【連番4】

何度でも何歳でも
どこでも学べる生
涯学習環境をつく
る

【重点施策2】
【連番5】

強い絆で結ばれた
持続可能な地域共
同体づくりを学校
と共に推進する

【重点施策3】
【連番6】

社会全体で子ども
を見守り､一人一
人の子どもの良さ
や個性を伸ばす地
域環境づくりを進
める

【重点施策4】
【連番7】

全ての人の人権が
尊重される地域社
会づくりを推進す
る

1 43
子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができる場を提供す
るとともに、競技人口の拡大に努める

【重点施策6】
【連番9】

豊かな心を育む芸
術文化活動を支援
する

1 50
田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い分野での調査
研究を行い、その成果を市民に還元する

田川の歴史・文化について理解を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史博物館の広報
を積極的に図る

2 51

【重点施策7】
【連番10】

歴史を受け継ぐ文
化遺産を保護・活
用し、深く熱い郷
土愛を育む

23
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１　取組（施策）方針

　これまで、誰一人取り残さない実効性のある学力向上の取組、不登校の未然防止及び

生徒指導の取組を推進してきた。

　本年度は、以下の３点から、学校教育課の取組を推進し、目標達成を目指していく。

⑴ 　主体性、確かな学力、社会性、豊かな心・郷土愛、健やかな体を育む小中一貫した

学校教育を推進する。

⑵ 　ＳＤＧｓの理念の下、「魅力ある学校づくり」に向けて、全ての児童生徒が安全に

安心して学べる教育環境づくりを推進する。

⑶ 　特色ある教育活動と地域との協働教育を推進する。

【学校教育課】
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３　継続課題及びその他関連事業 【学校教育課】

⑴ 小中一貫教育のさらなる推進

⑵ 教育ＤＸを通した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

⑶ 魅力ある学校づくりの計画的・系統的な推進

⑷ コミュニティー・スクールと地域学校協働活動の一体的な導入を推進
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１　取組（施策）方針

　本市の小学校８校及び小中一貫校１校の学校施設は、昭和４０年から５０年代までに建築

したものが多く、老朽化が進んでいることから、定期的に施設及び設備の点検等を実施し、

必要に応じて修繕や改修を行いながら、学校教育の場として適切な環境を確保する必要があ

ります。

　また、学校施設は、近年増加傾向にある自然災害時における地域住民の避難場所として利

用されるほか、地域住民の生涯学習やスポーツ等の場としても利用されており、安全性を十

分に確保する必要があります。

　学校給食については、栄養の改善や健康の増進を図るため、安全・安心かつ栄養バランス

の取れた給食を提供します。

　これらのことから、安全・安心に利用できる学校施設の整備及び学校給食の運営等につい

て次のとおり事務事業を設定し、重点施策及び施策の実現に努めます。

【教育総務課】
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３　継続課題及びその他関連事業 【教育総務課】

⑴　児童生徒等の安全確保

　平成１７年度から、従来の小中学校の夜間の学校施設警備に加え、犯罪等の抑止対策

として、各小学校において、週２回不定時に警備会社による巡回警備を実施していま

す。新年度も引き続き警備会社による校地内の巡回警備を実施するとともに、不審

者情報を注視しながら、警備会社及び学校教職員等と連携し、児童生徒の安全確保に努

めます。

⑵　学校施設の老朽化対策

　中学校７校は、令和５年４月に新中学校２校に再編され新校舎となりましたが、小学

校８校及び小中一貫校は今後も既存施設を活用する予定となっており、今後の長期利用

を目指した計画的な改修等の老朽化対策が必要となっています。

　今後は、学校施設長寿命化計画に沿って、財政状況を踏まえながら、小学校施設の計

画的な改修を行い、施設の長寿命化を図っていく予定です。

　また、事故を未然に防げるよう、定期的に遊具等の安全点検を行い、各学校との情報

共有を図ります。
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１　取組（施策）方針

⑴ 　何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。

⑵ 　強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する。

⑶ 　社会全体で子どもを見守り､一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地域環境づ

くりを進める。

⑷ 　全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する。

⑸ 　生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる。

⑹ 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。

⑺ 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む。

【文化生涯学習課】
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３　継続課題及びその他関連事業 【文化生涯学習課】

⑴ 　学習振興・人権教育係

ア 　学習振興分野

　生涯学習学校開放推進事業の運営の充実

　地域学校協働活動事業（放課後子どもチャレンジ教室等）の推進

イ 　人権教育分野

　社会参加促進支援事業（識字学級）に対する支援

　田川市人権・同和教育研究協議会に対する支援及び連携

　老朽化した教育集会所の改修

⑵ 　公民館・スポーツ係

ア 　校区活性化協議会

　地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動に対する支援

　子どもの安心・安全を守る活動に対する支援

イ 　中央公民館（市民会館）活動

　人材バンク事業及び公民館講座の推進

　公民館まつりに対する支援

　中央公民館施設の改修及び機能の充実

ウ 　地区公民館活動

　地区公民館建設（増築・改修を含む。）助成措置

　公民館連絡協議会との連携

エ 　生涯スポーツの普及振興

　生涯スポーツ（ニュースポーツ及び障がい者スポーツ等）の普及振興

　少年スポーツ（カヌー体験教室及び水泳教室）活動の実施

　市民体育大会の開催や福岡県民スポーツ大会への参加に対する支援

　体育施設等の改修

　全国大会等に出場する個人又は団体に対し、報奨金を支給

　プロスポーツ体験事業（スポーツ教室・試合観戦等）の実施

⑶ 　文化係

ア 　田川市石炭・歴史博物館

　ユネスコ「世界の記憶」である「山本作兵衛コレクション」の適切な保存活用

　魅力ある企画の実施及び施設利用の促進

　地域の歴史文化の担い手としての子ども学芸員の育成

　ＤＸを活用した魅力ある博物館機能の向上

　国内外の炭鉱関係博物館等との連携及び交流の推進

　長寿命化計画に沿った適切な施設維持

 (ｴ)

 (ｵ)

　(ｶ)

 (ｴ)

 (ｵ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ)

(ｶ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｱ) 　市民の人権意識・人権認識・人権感覚をさらに高めるための教育・啓発のあり
方の研究

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｴ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ) 田川地域未来の地域リーダー育成プログラムの実施に伴う関係機関との連携

93



イ 　田川市立図書館、田川市美術館、田川文化センター・田川青少年文化ホール

　各施設の長寿命化計画に沿った適切な施設維持

ウ 　文化財

　埋蔵文化財の保存活用推進

　市内文化財悉皆調査の促進

 (ｲ)

 (ｱ) 　史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画に基づく適切な保存活用(追加指定の検討を含
む)

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｱ) 　市民サービスの向上を図るための指定管理者の企画力及び営業力を活用した施
設運営
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教育長及び教育委員 

令和７年４月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
（ふりがな） 

氏名 
現在の任期 過去の在任期間 

教育長 小 林
こ ば や し

 清
きよし

 R 6. 7.13～R 9. 7.12 R 5. 7.11～R 6. 7.12 

委 員 

（教育長職務代理者） 
皆
み な

川
が わ

待
ま ち

子
こ

 R 5.12.25～R 9.12.24 ― 

委 員 加 治
か じ

誠 子
さ と こ

 R 4.10. 1～R 8. 9.30 H28.10. 1～R 4. 9.30 

委 員 柴田
し ば た

利
と

規子
き こ

 R 3.10.11～R 7.10.10 H29.10.11～R 3.10.10 

委 員 魚 島
う お し ま

一 彦
か ず ひ こ

 R 6.10. 1～R10. 9.30 ― 

委 員 

加治 誠子 

委 員 

柴田 利規子 

 

 

教育長 

小林 清 

 

教育長職務代理者 

皆川 待子 

委 員 

魚島 一彦 
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【学校及び幼稚園一覧】              

令和７年４月１日 
学校及び幼稚園名  所 在 地 電話番号 

弓 削 田 小 学 校 田川市大字弓削田４９９番地  （４４）０１００  

後 藤 寺 小 学 校 田川市宮尾町１番９号  （４４）０１２４  

大 浦 小 学 校 田川市大字奈良１６１６番地  （４４）０３８３  

大 藪 小 学 校 田川市大字川宮１６４５番地２  （４４）０２８２  

田 川 小 学 校 田川市栄町４番２３号  （４４）１１２３  

鎮 西 小 学 校 田川市大字伊田１９４６番地１  （４４）０７０２  

伊 田 小 学 校 田川市大字伊田４３９０番地  （４４）１３０９  

金 川 小 学 校 田川市大字糒１７７１番地  （４４）１１８３  

猪 位 金 学   園  田川市大字位登５０９番地  （４４）０４９７  

田 川 東 中 学 校 田川市大字夏吉１９７番地１  （４４）１０８８  

田 川 西 中 学 校 田川市大黒町１１番６号  （４４）００８７  

田 川 市 立 幼 稚 園 田川市大字伊田２７４４番地２  （４４）０９０６  

 

 

【教育施設一覧】 

施 設 名 所 在 地 電話番号 

田川市立図書館  田川市新町１１番６１号  （４４）０３８４  

田川市美術館  田川市新町１１番５６号  （４２）６１６１  

田川文化センター  田川市平松町３番３６号  （４４）６４７０  

田川青少年文化ホール  田川市平松町３番３６号  （４４）６４７０  

田川市石炭・歴史博物館  田川市大字伊田２７３４番地１  （４４）５７４５  

産業ふれあい館  田川市大字伊田２７３４番地１  （４４）５７４５  

田川市民会館  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）５１１０  

田川市総合体育館  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市弓道場  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市市民テニスコート  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市総合グラウンド  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市こがねが丘陸上競技場 田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市トレーニングセンター 田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市市民球場  田川市大字伊田２７４５番地２  （４４）７３７０  

田川市市民プール  田川市大字伊田２７４５番地２  （４５）７６５４  

船尾武道館  田川市大字弓削田２８３８番地  （４４）７３７０  

田川市合宿施設  田川市大字伊田２５５０番地１  ― 
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